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【調査研究の概要】

・ 今と未来に向け、政府や自治体などに対して情報公開制度を活用して情報公開を進めて一次情報を収集し、

公開された情報を整理し、必要に応じて専門的な分析を行う

・ 一次情報の公開を進めることで、原発事故の影響を受ける人が自分で判断、決定、行動する材料とする

・ ターゲットは、県民健康管理調査に関連する情報と、モニタリングポストに関する情報の公開請求

・ 本事業を進める中で、福島県民との連携、調査報道とのリンクなどの広がりから、県民健康管理調査の一次

情報の公開が進んだ。モニタリングポストは、何を争点としていくべきかが明確になった。

・

【調査研究の経過】

2012 年 4 月：福島県内でヒアリング。福島県民による県民健康管理調査に関する情報公開請求が行われる

9 月：自治体でパイロットケースとして 3 自治体で共通の項目の情報公開請求。

福島県内で聴き取り調査を実施。

10 月：文科省にモニタリングポストに関する、福島県立医大・福島県に対して県民健康管理調査に関

する情報公開請求を進める。

【今後の展望など】

・ 県民健康管理調査は、さらに進めた詳細な経過や調査内容等に関する情報の整理・分析を進め、なるべく早

く web 上での提供を行いつつ、県民中心の県民健康管理調査となるよう取組を行う。また、情報公開、検

査結果の本人開示を促進、進めるための取組も行う。

・ モニタリングポストについては、適切な線量測定と、どの測定結果をもとに今後の被ばく等の政策決定を行

っていくのかなどを確認しつつ、必要な是正を求める取り組みを行う。

・ 情報公開文書のアーカイブを 2013 年度中に開設する。

・

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：円） 充当した資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費
福島県までの旅費（郡山まで 2 回、福島県ま

で 1 回）
107,460 51,800 0 55,660

協力者謝礼等 80,000 0 80,000 0
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運営経費 400,000 0 400,000 0

合 計 1,881,185 389,535 1,295,000 196,650

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）

・http://clearing-house.org

グループ名

・代表者名

特定非営利活動法人情報公開クリアリングハウス

三木 由希子
助成金額 40 万円

連絡先など icj@clearing-house.org

助成のテーマ
福島第一原子力発電所事故に関する情報公開制度を利用した政府の持つ

一次情報の収集・分析








